
三
國
志
の
愉
し
み 
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屋 

博 

コ
ロ
ナ
期
間
中
、
時
間
的
餘
裕
有
り
け
れ
ば
、
從
來
よ
り
蒐
集
し
た
る
「
三
國
志
」
關
聯
の
ビ
デ
オ
幾
つ

か
を
纏
め
て
鑑
賞
す
る
機
會
を
得
た
り
。
永
年
果
た
さ
ざ
る
夢
、
茲
に
や
う
や
く
叶
ひ
た
る
は
喜
ば
し
き

哉
。 

副
次
的
效
果
と
し
て
、
中
國
の
風
土
・
歷
史
に
慣
れ
親
し
み
を
覺
え
、
中
國
人
の
物
の
考
へ
方
を
知
ら
ず

識
ら
ず
理
解
出
來
た
る
心
地
ぞ
す
る
。 

 

（
一
） 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
三
國
志 

ス
リ
ー
・
キ
ン
グ
ダ
ム
ズ
」 

二
〇
一
〇
年
の
作
品
。
總
制
作
費
二
十
五
億
圓
、
製
作
期
間
六
年
の
謳
ひ
文
句
あ
り
。
畫
像
美
し
く
、
俳

優
も
非
常
に
上
手
く
、「
三
國
志
演
義
」（
十
四
世
紀
羅
貫
中
の
作
）
の
忠
實
な
る
ビ
デ
オ
作
品
と
し
て
廣

く
推
奬
す
。
日
本
語
吹
替
版
。 

小
生
の
有
す
る
は
、
か
つ
て
每
月
發
賣
の
形
式
を
以
て
頒
布
せ
ら
れ
た
る
講
談
社
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク
な

れ
ば
、
附
錄
の
三
國
志
講
座
ビ
デ
オ
、
紀
行
ビ
デ
オ
、
人
物
フ
ァ
イ
ル
、
吉
川
英
治
特
製
本
も
含
み
、
至

れ
り
盡
せ
り
の
構
成
な
り
。（
全
九
十
五
話
、
各
篇
四
十
五
分
） 

  （
二
） 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
三
國
志 

完
全
版
」 

一
九
九
四
年
の
作
品
。
昔
の
日
本
の
「
赤
銅
鈴
之
介
」
な
ど
少
年
向
け
ド
ラ
マ
を
髣
髴
せ
る
レ
ト
ロ
な
る

雰
圍
氣
あ
り
。
分
り
易
く
子
供
に
も
理
解
可
能
。
出
演
者
十
萬
人
、
馬
十
萬
頭
。
但
し
日
本
語
吹
替
版
に

非
ず
し
て
日
本
語
字
幕
版
な
れ
ば
、
畫
面
よ
り
暫
し
目
を
離
さ
ば
、
話
を
追
ふ
能
は
ざ
る
憾
み
あ
り
。

（
全
八
十
四
話
、
各
篇
四
十
五
分
） 

拔
萃
版
と
し
て
「
三
國
無
雙
傳
」
と
い
ふ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
（
七
時
間
二
十
分
）
も
あ
り
、
ボ
ー
ナ
ス
と

し
て
守
屋
洋
氏
の
孫
子
の
兵
法
解
説
も
有
り
、
重
寶
し
て
ゐ
る
。 

  



（
三
） 

映
畫
「
レ
ッ
ド
ク
リ
フ 

パ
ー
ト
Ⅰ
及
び
Ⅱ
」 

ブ
ル
ー
レ
イ
二
枚
。
周
瑜
に
ト
ニ
ー
・
レ
オ
ン
、
諸
葛
孔
明
に
金
城
武
、
小
喬
に
リ
ン
・
チ
ー
リ
ン
、
中

村
獅
童
も
脇
役
と
し
て
參
加
す
。
言
は
ず
と
知
れ
た
る
大
ヒ
ッ
ト
映
畫
作
品
な
り
。 

公
開
は
パ
ー
ト
Ⅰ
二
〇
〇
八
年
、
パ
ー
ト
Ⅱ
二
〇
〇
九
年
。 

特
に
迫
力
滿
點
の
赤
壁
の
戰
ひ
の
場
面
は
白
眉
と
い
ふ
べ
し
。（
四
時
間
五
十
一
分
） 

  
 （

四
） 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
三
國
志 

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ス
リ
ー
・
キ
ン
グ
ダ
ム
ズ
」 

二
〇
一
八
年
の
作
品
。
美
男
美
女
が
織
り
な
す
權
謀
術
數
の
人
間
繪
卷
と
の
觸
れ
込
み
に
て
、
漢
王
朝
最

後
の
皇
帝
獻
帝
は
雙
子
と
の
斬
新
な
る
設
定
な
り
。
テ
レ
ビ
放
送
錄
畫
。 

（
全
五
十
四
話
、
各
篇
四
十
五
分
） 

  （
五
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
漢
詩
紀
行
百
選
」
全
十
卷
の
う
ち
、 

「
第
八
卷 

酒
に
對
し
ま
さ
に
歌
ふ
べ
し 

三
國
志
の
う
た
」 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
發
行
。
石
川
忠
久
監
修
。 

收
錄
せ
ら
れ
た
る
は
、
曹
操
の
「
短
歌
行
」、
蘇
東
坡
の
赤
壁
賦
、
杜
牧
の
赤
壁
、
曹
植
の
「
七
步
詩
」、

劉
禹
錫
の
「
石
頭
城
」・「
烏
衣
巷
」、
杜
甫
の
「
登
樓
」・「
蜀
相
」
な
ど
。 

   

以
下
、
關
聯
書
籍
一
覧
； 

（
六
）「
通
俗
三
國
志 

上
下
」 

（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
五
〇
七
頁
＋
四
九
六
頁
） 

今
は
亡
き
岡
崎
久
彥
大
使
の
若
き
日
の
愛
讀
書
と
し
て
知
ら
る
る
「
通
俗
二
十
一
史
」
全
十
二
卷
の
う
ち

の
第
四
卷
及
び
第
五
卷
。 



元
祿
二
年
（
一
六
八
九
年
）
よ
り
元
祿
五
年
に
亙
り
て
逐
次
發
行
せ
ら
れ
た
る
原
本
に
よ
る
。
湖
南
文
山

（
義
轍
）
撰
。 

  （
七
）「
新
譯 

演
義
三
國
志 

上
下
」
羅
貫
中
原
著
、
久
保
天
隨
譯
補 

（
至
誠
堂
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
各
正
價
金
壹
圓
貮
拾
錢
、
一
〇
二
〇
頁
＋
九
七
九
頁
） 

新
譯
漢
文
叢
書
の
拾
二
編
及
び
拾
三
編
。
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
、
天
金
。 

第
一
囘
冒
頭
部
分
、「
つ
ら
つ
ら
天
下
の
大
勢
を
考
ふ
る
に
、
分
る
ゝ
こ
と
久
し
け
れ
ば
又
必
ず
合
し
、

合
す
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
や
が
て
必
ず
分
る
ゝ
が
常
な
り
。」
と
。 

  （
八
）「
中
國
古
典
文
學
大
系 

三
國
志
演
義 

上
下
」
羅
貫
中
作
、
立
間
祥
介
譯 

（
平
凡
社
、
昭
和
四
十
三
年
刊
、
定
價
上
卷
千
五
百
圓
、
下
卷
千
四
百
圓
、
五
四
八
頁
＋
五
一
九
頁
） 

第
四
十
八
囘
曹
操
詩
を
賦
す
の
場
面
、「
わ
し
は
こ
の
槊
を
も
つ
て
黃
巾
を
破
り
、
呂
布
を
擒
と
し
、
袁

術
を
滅
ぼ
し
、
袁
紹
を
平
ら
げ
、
塞
北
深
く
突
き
入
り
、
遼
東
を
從
へ
る
な
ど
、
天
下
を
縱
橫
に
馳
せ
め

ぐ
つ
て
參
つ
た
。
大
丈
夫
と
生
ま
れ
て
本
懷
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
今
宵
こ
の
見
事
な
眺
め
に
接

し
て
、
感
興
ま
た
一
入
じ
や
。
歌
を
作
つ
た
故
、
そ
な
た
達
も
和
し
て
く
れ
い
。 

酒
に
對
し
當
に
歌
ふ 

人
生
そ
も
幾
何
ぞ 

譬
へ
ば
朝
露
の
如 

去
り
に
し
日
苦
だ
多
し 

慨
し
て
當
に

も
つ
て
慷
す
べ
し 

憂
思

う

れ

ひ

の
忘
れ
難
け
れ
ば 

何
か
も
つ
て
憂
ひ
を
解
か
ん 

惟 

杜
康
あ
る
の
み
」

と
。 

  （
九
）「
講
談
社
版
世
界
名
作
全
集
二
七 

三
國
志
物
語
」
野
村
愛
正
著
、
原
作
羅
漢
中 

（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
昭
和
二
十
七
年
刊
、
定
價
貮
百
圓
、
三
三
八
頁
） 

函
入
。
著
者
野
村
愛
正
は
明
治
二
十
四
年
生
れ
、
昭
和
四
十
九
年
歿
。
野
間
淸
治
に
見
出
さ
れ
少
年
少
女

向
け
作
品
に
筆
を
振
ふ
。
本
書
は
昭
和
十
五
年
版
原
著
の
復
刻
な
り
。
野
村
愛
正
、
序
に
曰
く
、「
少
年



の
頃
私
は
通
俗
三
國
志
を
讀
み
、
長
坂
坡
で
趙
雲
が
幼
主
を
救
ひ
出
す
く
だ
り
に
胸
を
躍
ら
せ
諸
葛
孔
明

の
死
に
淚
を
流
せ
り
」
と
。 

  （
十
）「
三
國
志
物
語
」
野
村
愛
正
著 

（
ク
レ
ス
ト
社
、
平
成
五
年
刊
、
定
價
千
八
百
圓
、
三
二
四
頁
） 

本
書
は
昭
和
二
十
一
年
全
面
改
訂
版
の
復
刻
な
り
。「
幻
の
名
著
こ
こ
に
甦
る
」
と
い
ふ
帶
の
文
句
あ

り
。
谷
澤
永
一
氏
序
に
曰
く
、「
子
供
の
頃
讀
み
た
る
本
の
う
ち
何
が
一
番
面
白
か
つ
た
か
と
問
は
る
れ

ば
『
三
國
志
、
そ
れ
も
野
村
愛
正
の
』
と
卽
座
に
答
ふ
る
の
み
」
と
。
渡
部
昇
一
氏
曰
く
、「
野
村
愛
正

の
三
國
志
物
語
は
少
年
時
代
に
私
の
た
め
に
知
的
視
野
を
一
擧
に
広
げ
て
く
れ
た
本
な
り
。
そ
れ
で
漢
和

辭
典
を
引
く
こ
と
を
覺
え
、
塚
本
哲
三
の
本
を
買
つ
て
漢
文
獨
習
を
始
め
、
唐
詩
選
の
詩
趣
も
分
る
樣
に

な
つ
た
氣
も
せ
り
。
三
國
志
物
語
こ
そ
私
の
知
的
生
活
の
出
發
點
な
り
。」
と
。 

  （
十
一
）「
三
國
志
・
人
間
通
に
な
る
た
め
の
極
意
書
に
學
ぶ
」
谷
澤
永
一
・
渡
部
昇
一
共
著 

（
致
知
出
版
社
、
平
成
十
四
年
刊
、
定
價
千
五
百
圓
＋
税
、
二
五
三
頁
） 

渡
部
昇
一
氏
曰
く
、「
松
下
幸
之
助
氏
の
薦
め
て
ゐ
た
る
講
談
本
（
通
俗
三
國
志
）
は
人
間
通
の
ヒ
ン
ト

の
寶
の
山
な
り
。」
と
。
今
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
る
渡
部
・
谷
澤
兩
者
の
對
談
は
敎
へ
ら
る
る
こ
と
多
々

あ
り
、
今
や
實
に
貴
重
な
り
。 

  （
十
二
）「
漢
詩
紀
行 

全
五
册
」
石
川
忠
久
監
修 

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
平
成
六
年
刊
、
セ
ッ
ト
價
格
四
千
八
百
三
拾
五
圓
＋
税
） 

全
五
册
函
入
。
第
三
卷
は
、「
三
國
志
の
世
界
を
行
く
」
の
副
題
あ
り
て
、
目
次
は
、（
一
）
三
國
志
と
詩

人
た
ち
、（
二
）
人
の
世
は
夢
の
如
し
（
赤
壁 

英
雄
達
の
戰
ひ
）、（
三
）
流
轉
し
て
常
の
と
こ
ろ
な
し

（
漂
泊
の
王
侯
詩
人
曹
植
）、（
四
）
遙
か
に
思
ふ
老
臣
の
心
（
杜
甫 

孔
明
を
歌
ふ
）。 



曹
植
「
七
步
詩
」
は
、「
豆
を
煮
る
に
豆
が
ら
を
燃
や
す
、
豆
は
釜
の
中
に
在
り
て
泣
く
、
本
是
れ
根
を

同
じ
く
し
て
生
ぜ
し
に
、
相
煎
る
こ
と
何
ぞ
太
だ
急
な
る
」。 

  （
十
三
）「
三
國
志
談
義
」
安
野
光
雅
・
半
藤
一
利
共
著 

（
文
春
文
庫
、
二
〇
一
五
年
刊
、
定
價
七
五
〇
圓
＋
税
、
二
五
五
頁
） 

對
談
は
二
〇
〇
九
年
に
行
は
れ
、
原
著
も
同
年
に
平
凡
社
よ
り
刊
行
せ
ら
る
。
安
野
の
「
繪
本 

三
國

志
」
の
出
版
を
記
念
し
て
の
企
畫
の
由
。 

安
野
は
二
〇
〇
四
年
よ
り
七
年
ま
で
に
中
國
取
材
旅
行
を
四
度
も
擧
行
せ
り
。 

安
野
光
雅
（
一
九
二
六
年
生
れ
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
歿
）、
半
藤
一
利
（
一
九
三
〇
年
生
れ
、
二
〇
二

一
年
一
月
歿
）、
兩
人
と
も
今
や
鬼
籍
の
人
と
な
り
た
る
は
哀
し
。 

三
國
志
に
登
場
す
る
英
雄
た
ち
に
對
す
る
二
人
の
評
價
は
、
以
下
の
如
し
。 

曹
操
六
九
點
、
關
羽
六
四
點
、
趙
雲
五
九
點
、
孫
權
五
八
點
、
劉
備
五
七
點
、
袁
紹
四
五
點
、
張
飛
四
五

點
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
令
和
三
年
八
月
六
日
受
附
） 

 


